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   報告日：令和 7年 2月 7日(金) 

会議名 第 48回広陵町地域公共交通活性化協議会 

会議日 令和 7年 2月 7日(金) 15時から 16時まで 

場 所 広陵町役場 大会議室 

出席者 別紙のとおり委員１７名 

企画総務部 藤井部長 

総合政策課 芝課長、岡崎主任、前田 

町長あいさつ 

・公共交通は町にとって重要施策である。委員の皆さまの意見を頂戴して、維持に努めて参り

たい。 

 

議題 

広陵元気号中央幹線の運行再編について 

→意見・質疑あり 承認 

〇奈良交通 堀川課長 

乗り入れする百済寺公園は、過去にハイエース車両で南部支線で乗り入れていたが、区画整

備は行ってもらっているが、地元や公園利用者に車止めまで下げて駐車してもらうよう周知して

もらいたい 

→芝課長 

通常の駐車マスでは、旋回できないと聞いたので、車止めの位置を下げている。 

また、駐車位置には「バス停」と表示した白線をひく予定である。 

地元の百済区の役員会には出向いて説明を行っている。 

→町長 

駐車するのは百済区民だけではないので、広く周知するように。 

 

報告 

広陵元気号の利用状況を含む公共交通施策の現況について 

→意見・質疑あり 承認 

〇タクシー協会 葛城理事 

妊産婦タクシーチケットの実証実験について、GOだけでなく、電話予約も可能だと聞いている

が、電話予約だとチケットが利用できないとすれば、そこで差を設けるのはどうかと思う。 

町の施策の中でアプリを使わないと補助をしないというのは公平性があるのか疑念がある。 

 



→芝課長 

予約方法は２種類ある。①GOアプリ②愛和と連携した電話予約、利用者へはアプリダウンロ

ードをお願いしており、①②どちらでもクーポンを利用できる。 

今回の施策構築に当たり妊産婦向けにアンケートを採った結果 100％の方がアプリクーポンで

構わないという結果であった。 

〇婦人会 古田会長 

のるーとの現在の利用者の行き先は？ 

→芝課長 

降車先は、エコールマミが多く、エバグリーンやイズミヤも多い、商業施設を中心に利用いただ

いており、それ以外では箸尾駅や国保中央病院も利用されている。 

〇商工会 西川事務局長 

子どもが妊産婦チケットを取得したが使っていない 

引率者が利用可能になれば使える幅が広くなるのでは 

→芝課長 

保険的に取得される方が多いと想定しており、利用実態も見ると 1人では移動できない方が利

用されているようである。 

〇タクシー協会 葛城理事 

運転収入の比較で、増えているとのこと、利用促進を図られている結果かと思うが、運行経費

に占める運賃収入は？ 

→芝課長 

収支率について R2では 6％であったが、直近は 9％前後で推移している。 

○愛和交通 唐澤氏 

昼の供給が間に合わない時間帯はドライバーの昼休みの時間になっているため、車両を増や

してもドライバーが増えないと供給は増やすことができない。今後利用者の利用時間割合とドラ

イバーの対応でフレキシブルに検討をしていきたい。 

→町長 

利用者の声も聞き、事務局と相談してよりよい運行をめざしてもらいたい。 

 

のるーと広陵元気号の車両の取得について 

→意見・質疑なし 承認 

町長 

バス停の位置が変わると協議会での協議が必要？ 

→芝課長 

バス停の再検討が必要な場所が出てくれば区・自治会と協議の上決定し、また協議会にて報

告をさせていただく。 

 



令和６年度地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金について 

→意見・質疑なし 承認 

奈良支局 鈴木専門官 

去年に引き続き今年度も同様の措置が行われた。来年も同様の措置が取られるかは不明であ

るため、国からの通知を確認してもらいたい。 

 

事務連絡 

芝課長 

次回協議会は３月中下旬を予定。令和７年度の事業計画及び予算について、のるーと広陵元

気号の運行変更に伴う地域公共交通計画の変更について、議題とさせていただく。 

（以下余白） 


